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北澤研究室北澤研究室
海洋の食料・エネルギー利用

大規模実験高度解析推進基盤

工学系研究科 システム創成学専攻
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北澤研究室
※研究室名のみ入力ください

【提出用】

生態系と調和し、海洋の食料・エネルギーを利用する
Utilization of Marine Food and Energy Resources in Harmony with Ecosystem

海洋生態系と調和した食料・エネルギー資源などの利用に関する研究に取り組んでいます。構造物と生
物との相互利用を調べる水槽模型実験、流れ場・生態系結合数値モデルによるシミュレーション、海中
観察のための安価で取り扱いやすいモニタリングシステムの研究を行っています。海洋では、実験や数
値解析では予想できないことが発生しますので、実海域実験によって社会実装に向けた課題を明らかに
します。海洋利用における、SDGs(Sustainable Development Goals)達成やSociety5.0の実現を念頭
に置き、食料・エネルギーの安全保障や少子高齢化地域の活性化と持続的発展を目指します。

海生動物のタービンブレードへの衝突リスク
相似則を考慮し、魚の衝突、行動を明らかにしました。

定置漁業自動魚群誘導化システム
揚網作業の省力化を目指しています。

Wave Harmonizer（山口県油谷湾・神奈川県平塚沖）
小型船で波エネルギーを収穫して乗り心地を向上しました。
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可変深度型生簀と自動給餌システム（宮城県女川湾）
任意の深度に設置できる可変深度型生簀を開発しました。

海洋構造物周辺の生態系調査
MMC(Multi Mover Catamaran)を開発しました。
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流れ場・生態系結合数値モデルによる数値シミュレーション

氷海域で構造物と干渉する氷片群に作用する流体力の把握
密集浮体群中の単独浮体に作用する流体力を調べました。

氷群模型
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流体力計測
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海面半閉鎖循環式養殖と風車との連携
新たな養殖システムの実現を目指しています。

ホース

円錐形船首

カメラと制御システム

狭隘空間の撮影機器の曳航
数値計算

1/4T 2/4T

3/4T 4/4T

ひずみ計測

配管の曲げ計測

深度計測

水中マイクロプラスチック（MP）の回収技術開発
磁気力併用の小型サイクロン分離機によるMPの回収

ステップ１
凝集物の作成

ステップ２
磁気分離

海洋生態系、食料生産、海洋エネルギー、環境影響評価� 柏地区研究実験棟Ⅱ共通研究実験室
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⾦（秀）研究室
バイオ医療マイクロシステム

⼯学系研究科 精密⼯学専攻 マイクロ流体システム http: / /www.shkimlab. i is .u- tokyo.ac. jp/

分⼦・細胞を⼀つひとつ調べる

エクソソーム解析
ピコリアクターでエクソソームを1粒⼦レーベル
で検出・解析することで、エクソソームの⾼感度
検出と、エクソソーム内転写物の網羅的な分析を
試みている

⾼機能マイクロシステム
マイクロ流体技術とシリコン集積回路技
術の融合による⾼機能マイクロシステム
の研究を進めている。

⾎中循環腫瘍DNA検出
DNAの捕捉が可能なマイクロビーズを開発し、⾎中循環腫瘍
DNAの⾼感度検出を可能とするマイクロシステムの研究と、リ
キッドバイオプシーへの応⽤を試みている。

細胞間相互作⽤分析
⾼機能マイクロシステムを⽤いて単⼀細胞の組み合わせを実現
し、細胞間相互作⽤の１細胞レベルでの分析を試みている。

1細胞解析
細胞を⼀つひとつ捕捉し、細胞内物
質を定量的に分析できる⾼効率1細
胞解析システムの研究と、1細胞解
析の医療分野への応⽤を試みている。

⾎中循環腫瘍細胞検出
⾎中の転移性がん細胞を、物理的・⽣物的⽅法の組み合わせによる⾼
効率分離と、分離されたがん細胞の遺伝⼦変異検出を、⼀連のワーク
フローで可能とする新たな⾎中循環腫瘍細胞検出システムを開発し、
臨床研究を⾏なっている。

マイクロ流体技術、集積回路技術、バイオテクノロジー等の異分野技術の融合による次世代分⼦・
細胞解析システムの研究と、このツールを活かして⽣命現象の理解と医療への応⽤を⽬指して研究
を進めている。

従来の⽣化学分析⽅法論の限界を超える1分⼦、1細胞解析を実現するバイオ医療マイクロシステムの
研究を遂⾏しています。このシステムを⽤いて⾎液を分析することで、がんの病態や治療経過をモニ
タリング可能なリキッドバイオプシーによる個別化医療の実現を⽬指している。

セルソーター
⾼感度光⼦検出が可能な半導体素⼦を内蔵したシリ
コン集積回路チップを、マイクロ流体デバイスと統
合して新概念セルソーターの研究を進めている。

機械・⽣体系部⾨

バイオ医療マイクロシステム、がん診断、リキッドバイオプシー� Fw203
バイオ医療マイクロシステム、がん診断、リキッドバイオプシー� Fw203

http://www.shkimlab.iis.u-tokyo.ac.jp/

